
<施工時の注意事項> 
 施工は、施工要領書記載の内容に基づいて行って下さい 

 施工現場、資材保管場所は火気厳禁とし、粉末、炭酸ガス又は泡消火器等を準備して下さい。  

 換気、排気に注意し充分な対策を施してください。 

 保護帽、保護メガネ、保護手袋、有機溶剤用マスクなど着用して下さい。 

 

<取扱いの注意事項> 
 有機溶剤を含有する材料は、労働安全衛生法に準拠した取り扱いを遵守して下さい。  

 有機溶剤ガスを吸わない様に十分対策を施して下さい。 

 硬化剤は鉄・銅合金・鉛・ゴムなど異物と接触しないよう注意して下さい。 

 材料は中身を使い切った上で廃棄して下さい。 

廃液・廃材などは産業廃棄物として処分して下さい。 

 

 詳細は安全データシート（SDS）をご参照下さい。  

 

<材料> 
製品名  主成分  荷姿  溶剤分類  消防法  

ジックアクアプライマー ビニルエステル樹脂 15 kg 缶 特別有機溶剤 第4 類第2 石油類 

ジックアクアパテ ビニルエステル樹脂 15 kg 缶 特別有機溶剤 第4 類第2 石油類 

ジックアクアP810 防水用軟質ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂 20 kg 缶 特別有機溶剤 第4 類第2 石油類 

ジックアクアP820 防食防水用耐食ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂 18 kg 缶 特別有機溶剤 第4 類第2 石油類 

ジックアクアP830T 防食防水用耐食ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂 16 kg 缶 特別有機溶剤 第4 類第2 石油類 

硬化剤BPO 

（例：ﾅｲﾊﾟｰ NS/ﾊﾟｰｶﾄﾞｯｸｽ L-40ES） 
有機過酸化物 5 kg/10 kg ― ― 

硬化剤MEKPO 

（例：メポックス 55R） 
有機過酸化物 5 kg ― 

第5 類第2 種 

自己反応性物質 

ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ EM450 ガラス繊維 30 kg/巻 ― ― 

ｶﾞﾗｽｻｰﾌｪｲｽﾏｯﾄ＃30 ガラス繊維 100 m/箱 ― ― 
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水道施設用 FRP ライニング工法 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<特長> 

１．軟質ポリエステル樹脂をガラス繊維で強化した FRP ライニング工法で、柔軟性と高強度

を兼ね備え、防水性と防食性を発揮します。 

２．高い強度と柔軟性によりクラック追従性を高めています。 

３．下地コンクリートに対し、耐アルカリ性を高めています。 

４．長期間、接着力を維持する接着安定性を発揮します。 

５．揺変性が高く、良好な作業性を示し、ガラス繊維への含浸性や脱泡性が良好です。 

６．硬化塗膜は、日本水道協会規格 JWWA K 149 に規定された塗膜の品質に適合します。 

 

<対象施設> 

・水道用コンクリート水槽内面：配水池、受水槽、浄水池など浄水施設、 

・その他のコンクリート水槽内面：フｧームポンド、防火水槽など 

<仕様> 

工   程 使用材料名 

塗り重ね間隔 

前工程終了後 

（20℃） 

使用量  

（kg/m2）  

硬化塗膜厚  

（mm）  

素 

地 

調 

整 

プライマー 
ジックアクア 

プライマー 

断面修復後：7 日 

（10℃以下 10 日）以上 

かつ含水率 8％以下 

0.12 ― 

パテ ジックアクアパテ 
3 時間以上 

80 時間以内 
0.5 ― 

防 

食 

防 

水 

FRP ライニング 
ジックアクア P810 3 時間以上 

80 時間以内 

1.2 

1.2 以上  

ガラスマットEM450 1～1.1m2/m2 

中塗りライニング 
ジックアクア P820 3 時間以上 

80 時間以内 

0.7 

ｶﾞﾗｽｻｰﾌｪｲｽﾏｯﾄ＃30P 1～1.1m2/m2 

上塗り ジックアクア P830T 
3 時間以上 

80 時間以内 
0.3 

 
※プライマーは硬化剤 BPO（例：ナイパーNS 又はパーカドックス L-40ES）を 2.5％配合。  

 ※パテ、P810、P820、P830T は硬化剤 MEKPO（例：メポックス 55R）を 1.0％配合。  

  硬化剤の配合は、気温等により異なるので、配合の詳細は施工要領書参照。  

 ※中塗りライニング施工前に FRP ライニングに凹凸がある場合はサンディングを行う。  
※塗り重ね間隔を過ぎた場合は表面目荒しを行った後に塗り重ねを行う。 

 

 

 

 

<塗膜性能> 

項  目  品 質 規 定  試験結果  

付着強さ  

標準状態  1.5N／mm2 以上  合 格  

吸水状態  1.2N／mm2 以上  合 格  

耐衝撃性  割れ・はがれがないこと  合 格  

耐アルカリ性  膨れ・割れ・はがれがないこと  合 格  

透水性  透水量 0.2g 以下  合 格  

塩素イオン透過度  1.0×10－３mg／cm2・日以下  合 格  

低温・高温繰返し  割れ・はがれがないこと  合 格  

溶出性  基準値以下  合 格  

浸出性  基準値以下  合 格  

 

ジックアクア 149 工法は、日本水道協会規格 JWWA K 149 規格に適合する

軟質ポリエステル樹脂と耐食ポリエステル樹脂を複合した水道用コンクリート

水槽用 FRP ライニング工法です。  

 下地コンクリート  

◆防食防水工程◆  

6.上塗り  

 ジックアクア P830T 

5.中塗りライニング  

 ジックアクア P820 

4.FRP ライニング  

 ジックアクア P810 

 

◆素地調整工程◆  

3.パテ処理  

 ジックアクアパテ  

2.プライマー  

 ジックアクアプライマー  

1.下地処理、断面修復  

 新設：サンディング  

補修：断面修復  

ジックアクア 149 工法 積層断面 


